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１。 はじめに

医学とその関連分野の発達は目ざましくそれに

携わる者は常に新しい情報や知識を吸収していか

なければならない。病院の臨床活動や研究活動に

おいても同様であり、そのため病院図書室でも従

来にも増して情報提供の重要性が高まっている。

最近、新しい情報提供メディアであるＣＤ－ＲＯＭ

を導入する施設が増えてきている。

１９９１年 ５月より大阪労災病院図書室に Ｓｉｌｖｅｒ

Ｐｌａｔｔｅｒ社のＣＤ－ＲＯＭ版 ＭＥＤＬＩＮＥ（１９６６年以降）

が導入ざれた。そこで、導入後検索技術指導の講

習会を開き一般利用を開始した。それから６か月

が経過した時点でＣＤ－ＲＯＭの利用状況の 把握 と

としては知っていたが使い方がわからないという

答えが４６ｆｏとかなり多い数字が出ている。また、

使い方がわかれば利用するかという質問では７５１ｏ

とかなり多く利用すると答えている。よく利用し

ていると答えた人の殆どは今後、自分で文献検索

を行うと答えている。利用回数が５回以上の人は

検索操作は容易、もしくは普通と答えている。し

かし、利用回数が４回以下にとどまっている人は

検索操作が難しく、検索結果 も不満と答えている

事がわかった。今後の課題として、院内への幅広

いアピールの必要性と検索テクニックを高めてい

くうえから講習会に参加できなかった大には、要

請があれば個人指導を行っている。

情報検索の成否は的確な索引語を選択すること

にかかっているので今後講習会の指導内容なども

充実していかなければならないと考えられる。

医学関連分野の情報が目まぐるしく変化する今

日、自分が必要とする情報をいかに的確に選択し

それを活用するかが課題である。

今後、当院でもますますＣＤ－ＲＯＭ の利用が多

くなるであろうと考えられる。

有効活用を促進することを目的にアンケート調査 ４． まとめ

を行ったので、その結果を分析報告したい。

２。 調査方法と期間

ＳｉｌｖｅｒＰｌａｔｔｅｒ社のＭＥＤＬＩＮＥＣＤ－ＲＯＭは全文

英語によるもので、利用者が医師中心である事か

ら医局員全員（ 研修医も含む ）にアンケート用紙

を作成し配布した。調査期間は１９９２年１月の１か

月間とした。

３。 結果と考察

アンケート配布者数１２０名中５５人（４６ｆも）より

回答が得られた。アンケートの結果は（ 表－１ ）

の通りである。ＣＤ－ＲＯＭの検索は約５０ヅの人が

利用している事がわかった。利用しなかった理由

ＣＤ－ＲＯＭが導入されて６か月とまだ日が浅いに

もかかわらず一度利用した人は毎日のように検索

にやって来る。オンライン検索ではなかなか利用で

きなかった職種の職員にも気軽に利用されており

利用者の反応は良好である。しかし、実際に利用

者に接していて感じる事はコンピューターを操作し

ての検索なので容易に溶けこめる人とキーボード

に向かいためらいを覚える人力か る事は事実である。

コンピューターに慣れていないと検索結果の内

容にかかわらず操作を難しく思っていることが窺

われる。今後、 ＣＤ－ＲＯＭ を有効に活用する為に

は、検索方法などの基本的な操作方法に対する理

解を深める必要が有り、その為の適切なシステム

を考える必要がある。

５４－



表 １

回答 者あ な たは

ＣＤ－ＲＯＭ利用アンケ ート調査結果

外科系（２０） 内科系（２７） その他（８）
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（ ）＝ 人 数

あなたの年齢は ２０代（１９） ３０代（２１） ４０代（１０） ５０代（５）

１． ＣＤ－ＲＯＭ利用の有無 イ．ハイ（２８）５２％ 口．イイエ（２６）４８％

２． ＣＤ－ＲＯＭを利用しない理由

イ．知らなかった

口．知っていたが使い方がわからない
ハ．プロパーなどに依頼

ニ．検討する時間がない

使い方がわかったら利用するか・ ハイ．（ ９）７５％ イイエ

３． 検索 の テ クニ ックの方 法 イ、図書 室の講 習 会

ロ．英 文 マ ニアル

ハ．担 当者 に よる 個人 指導

ニ．既 に知 っ てい る人 か ら教 わっ た．

ホ．その 他

４．

５．

６．

７．

８．

利用回数

情報検索の目的

索引語の選択

検索操作

収録範囲

９． 検索結果

０

Ｌ
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１２．

１３．

（ ２）

（ １２）

（ ９）

（ ３）

（ ３）

（ ３）

（ １）

（ １８）

６０代（Ｏ）

８％

４６％

３５％

１２％

２５％

１１％

４％

６７％

（ ２） ７％

（ ３）１１％

イ．０回（２６）５２％ ロ．２－４回（８）１６％ ハ．５回以上（１６）３２％

イ．臨床 検討（２８）２９％ ロ．論文（ 論 文 作成 ）（３４）３５％

ハ．学会発表（２５）２６％ ニ．一研究開始 （１０）１０％

イ．ＭＥＳＨを利用（２）７％ ロ．フリーターム（２６）９３％

イ．容易（８）２８％ ロ．普通（１６）５５％ ハ．難しい（５）１７％

イ．最新だけ（ Ｏ） ロ．１－５年 （１４）３４％

ハ，５－１０年 ■（１７）４２％ ニ．１０年以上（１０）２４％

イ．大いに満足（．４）１４％ ロ．満足（２０）７１％

ハ．不満 （ ４）１５％

検索結果不満の理由 イ．適合文献が少ない
今後の文献検索は イ．全て自分でする

口．簡単な検索だけ自分でする

ハ．図書室に全て依頼

今後図書室に依頼できれば利用するか イ．ハイ（４５）９４％

その他のＣＤの利用 イ．パイ（２３）５８％

医学中央雑誌ＣＤ版の利用 イ．ハイ（４３）９４％

口

口

□

（ ３）７５％
（ ７）１６％

（３３）７３％

（ ５）１１％

イイエ（ ３）６％

イイエ（１７）４２％

イイエ（ ３）７％

コンテンツサービスについて

淀川キリスト教病院 ○山崎

船戸

捷子

正久

１。 はじめに

最近医療の質の向上が叫ばれ、迅速で適切な情

樅捉供は図書室の重大な任務となってきている。

しかし、医師をはじめとする医療スタッフは日常

悒傷に追われ、なかなか図書室に足を運ぶ時間が

々い。従来の利用者サービスは、利用者が図書室

に来てから動き出す受身の形のサービスであるが、

々後は図書室から積極的に利用者に働きかける形

のサービスが必要なのではないだろうか。当図書

室では、その１つの試みとして１９８７年暮よりコン

テンツサービスを開始した。これは新着雑誌の到着、

内容を案内するもので、目次を複写して回覧し、

希望者には該当文献を複写、配布するサービスで

あるが、今回利用状況の分析と利用者に対するア

ンケートを行ったので報告する。

・
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アンケート調査

調査期間：１９９２年１月

調査対象：全常勤医師 ８０名

回収率：回答５４名 回収率６７．５悼

調査項目：（ 表－１ ）
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表 － １ コ ン テ ン ツ サ ー ビ ス に 関 す る ア ン ケ ー ト

● 該当するものに○ 印をつけて下さｌ＞．

１．ｅ 布ずるコンテンツ シートに は目 を通されま すか？

２． このコンテンツサ’一ピ スでコピ ーを希望されたこと があ りますか ７

３． お手元に届けられた文 献の利用目 的についてお 尋ねい たしまｒ ．

４． 淀川キリストｎ 購ｒｔ以 外の所でコンテンツサービ スを受けられた

ことかろりますか ｔ

５．コンテンツサービ スの一 番の≪ 点と思われるものは何でずか ？

６．コンテンツサービ スに ついて御塞見又は御希ｖ．がご ざいましたら

お書きください．゛

表 － ２ コ ン テ ン ツ シ ー ト に よ る 文 献 複 写 サ ー ビ ス

（¶韓●年日月～¶呻ｏ零’月） （ 飼ｒ年り ¶ｍ年ｉＪ月）

順位 科 名 件数 科 名 件数

１ 内 料 Ｂ８０ 内 科 １．０００

２ 小 兇 料 １７９ 泌尿Ｕ科 ２２１

３ 精神神経科 ７８ 小 兄 科 １７０

４ 泌尿ｔｌ科 ‘ ６＠ 整形外科 １４０

Ｓ 雙影外 糾 ６７ ｘ 輿 科 ７０

６ 看 謨 郎 ６８ 警護・門 ｔ＊

７ 外 料 ６０ 外 料 ｎ

● 麗婦人闘 ．加 着謨Ｓ １８

・ 管ａ 肺門 １７ 病 埋 ｔ●

¶０ そ の 他 ● その 健 ¶３

合 計 １．１４２ １．７３９

３。 結 果

Ａ． アンケート結果は図１～５の通りである。こ

のアンケートから次のことがわかった。

（１） コンテンツシートの利用状況は「 いつも目

を通す 」人と「 時々目を通す 」人を合せてｍ 叉で

あり、全員がこのサービスを利用していることが

わかった（ 図一１）。

（２） コンテンツシートによる文献複写サービス

については、「 いつも希望する 」と「 時々希望す

る 」を合せて９２．６悼であり、ほとんどの人が利用

していることがわかった（ 図一２）。

（３） 文献の利用目的については、最 も多かっだ

のが「 最新の知識を得るため 」、次が「 学会（ 研

究会 ）等発表のため 」、３番目が「 症例検討とし

て 」であった（ 図一３ ）。

（４）「 当図書室以外でコンテンツサービスをう

けられた事がありますか 」との問に対しては、３４

１ｏの人があると答え、その内容は「 プロパーから

のサービス 」と答えた人がほとんどであった（ 図

一４）。

（５） このサービスの利点についての問に対して

一番多かっだのが、「 図書室に足を運ばなくても

新着雑誌の情報を手元で見る事ができる 」であっ

た（ 図一５ ）。

－ ５６－

－ １ コ ンテン ツ シート に を 通しま した か

図 一２ コンテンツサービ スでコピーを希望されたことがありますか

０

０

０

０

０

ｉｎ

－
ｒ^

＜
＾

ＣＮ

≫－

件

数

０

０

０

Ｃ
Ｏ

ｒ

＜Ｊ

件

数

ｓｏ

・Ｕ 気霜

収掲

ｂ症別 ｅ孚会番

岐討 発ｘ．

ｄｉｍ ・単行本

投稿 執蔓

旦ニｊ口 塑 回 塗

ｍａ の

ため

図一５ コンテンツサービスの一番の利点（複数回答合計）



Ｂ． コンテンツシー。トによる文献複写件数につい

て１９９０年と１９９１年を比較してみると、全体で５９７

件増えている（ 表－２ ）。しかし、このコンテン

ツを見て、内容が興味あるものであれば、雑誌を
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病院図書室における文献検索ＣＤ－ＲＯＭ導入の経

験

日生病院 千住 とも子

１冊購入するという傾向がみられる。産科と外科 導入目的：スペースを拡張できない図書室にお

はコピー希望がほとんどなくなり雑誌を１冊購入 いて資料保管スペースの捻出を目的とした。

するようになってきている。内科はコピー希望も ①ＩＮＤＥＸＭＥＤＩＣＵＳをＣＤ－ＲＯＭＭＥＤＬＩＮＥに

増加しているが、雑誌１冊購入も１９８８年には１医 切り替えて図書室内にスペースを捻出することを目

師平均１．５冊であったのが、１９９１年では１医師平 的に１９９０年１０月にＣＤ－ＲＯＭＭＥＤＬＩＮＥを導入した。

均１２冊と大幅に増えている。

４。 おわりに

以上の調査からコンテンツサービスは日常業務

に追われ図書室に足を運ぶ時間がない利用者に役

立っていることがわかった。

当図書室が医師に行っているのと同じ形のコン

テンツシートによる文献複写サービスは、図書専

任の担当者が１名、又担当者の兼務が多い病院図

書室には業務量の問題があるので難しいと思われ

る。しかし、別の形のサービスによっても新着雑

誌の情報提供は可能である。当図書室では対象人

数の多い看護婦に対しては、看護関係の雑誌のコ

ンテンツシートを職員ロッカーの前の掲示板に掲

示している。又各病棟の看護責任者には新着雑誌

の記事でその病棟に該当するものがあれば、コン

テンツシートを配付していて、その場合部局図書

としてこの雑誌を１冊購入するケースが多い。管

理職員には数種の医療情報紙のコンテンツシート

を配付している。

従来当図書室では文献検索のトゥールを持って

いなかったが、昨年ＭＥＤＬＩＮＥと医学中央雑誌の

ＣＤ－ＲＯＭ版を購入した。しかし、このＭＥＤＬＩＮＥ、

医学中央雑誌とも、いずれもかなりのタイムラグ

があり最新の情報入手には充分とは言えない。こ

れをカバーできるものは、新着雑誌であり、役立

つ図書サービスのひとつとしてできるかぎりコン

テンツサービスを続けていきたいと考える。

第９回 図書館情報サービス研究大会

Ｃ１９９２．６．京都 ）

５７

②次いで１９９２年１月に医中誌（ 医学中央雑誌 ）

ＣＤ－ＲＯＭを導入した。

導入結果：
－
①ＣＤ－ＲＯＭＭＥＤＬＩＮＥに関してはＩＭ（ＩＮＤＥＸ

ＭＥＤＩＣＵＳ）とＣｕｒｒｅｎｔＣｏｎｔｅｎｔｓを購読中Ｉｈし、ま

たＣＤ－ＲＯＭと重複する年のＩＭとＣｕｒｒｅｎｔＣｍｔｅｎｔｓ

を書架から取り除くことでスペースを作り出し、

導入目的を果たした。

②医中誌ＣＤ－ＲＯＭに関しては発刊頻度、検索シ

ステムに不慣れな点に不安が残ること、また導入

費用の点で医中誌冊子体の購読を中｜Ｊ：してもしな

くても掛かる費用に差がないことから、ＣＤ－ＲＯＭ

と冊子体の両方を受け入れることになり、スペー

ス捻出の目的は果たせなかった。

運用効果：ＣＤ－ＲＯＭの導入にあたり当院では
－
Ｏｎ－ｌｉｎｅ検索システムの導入がなかったこともあ

りコンピューターによる文献検索 の利用者教育

（ 図書室担当者を含む ）が問題になった。そこで、

ＣＤ－ＲＯＭ機器導入時の業者の機器 説明を院内全

職員対象に「 機器使用説明会 」として呼びかけ、

ＣＤ－ＲＯＭＭＥＤＬＩＮＥ導入時、医中誌ＣＤ－ＲＯＭ導

入 時にそれぞれ概要説明及び検索実習を行い、利

用者 教育の場とした。各回２時間、それぞれ約２０

名の集まりであった。以後取り立てて利用者教育

の場は設けていないが、毎日利用者による検索や

文献のブラウジングが行われている。また、図書

係に検索依頼が増えた。この点においてＣＤ－ＲＯＭ

の導入は成功であったと言える。

残る課題：Ｏｎ－１ｉｎｅと比較するとタイム・ラグ

が大きく、最新情報が得られない。ＣＤ が買い取

りシステムでないためＣＤの蓄積ができず 、ＣＤ－

ＲＯＭ利用契約を解除した時には図書室からＭＥＤ－

ＬＩＮＥ、医中誌の情報が消え機器類だけが場所を
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塞さいで残ることになり文献検索ＣＤ－ＲＯＭの市場

開放に一考の余地が残る。
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小児病院図書室連絡会の活動

一 雑誌総合目録作成について一

大阪府立母子保健総合医療センター 徳田 雅子

小児病院図書室連絡会は、１９８９年に東京で開か

れた第６回図書館情報サービス研究大会をきっか

けに関東の４つの小児病院図書室の担当者が交流

する申で生まれた。これに対し「 小児病院図書室

連絡会雑誌総合目録 」を作成した大阪府立母子保

健総合医療センター（ 以下 府母子と略す ）の図

書室担当者は、関東のそれとは異なる要因から小

児病院図書室連絡会に加わることになった。

府母子は、１９８１年１０月に周産期 専門医療施設

として発足した。図書室設置の大きな目的は、所

蔵していない資料でも外部機関から迅速に取り寄

せ利用者に提供することだった。そのためにまず

小児病院図書室連絡会雑誌総合目録の作成には

大変な労苦を必要としたが、病院図書室の連携の

重要性を再認識したからこそ作ることができたの

である。関東の小児病院図書室のそれぞれの担当

者もこの目録の成果を評価し重視しているならば、

小児病院という枠を越え、より広範囲な全国規模

の病院図書室の連携分必要性をも認めているので

はないだろうか。 もしそうなら、是非とも病図協

の連携の中でこそ小児医療専門図書室の特性を発

揮して頂きたい、と関西の一小児病院図書室の担

当者は強く願うものである。
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近畿病院図書室協議会（ 以下 病図協と略す ）に 日本病院会全国図書室研究会（ １９９２．９．神戸 ）

加盟し相互貸借業務を開始した。その翌年からは、

大阪大学中之島分館が府母子に対し納入告知書に

よる料金後納制を適用し、病図協内では入手し難

い ものも迅速に手に入るようになった。そのため、

図書委員会も「 府母子で購入しなくても複写文献

という形でいつでも手に入れることができる 」と

いう安直な姿勢がみられるようになり、いくつか

の雑誌の購入を打ち切った。

しかし大学図書館の蔵書に依拠したこのような

収集方針は、１９８９年秋の国立大学図書館間の複写

料金支払い猶予制度の実施によって、転換を迫ら

れることになった。そしてこのことは、大学図書

館に頼るばかりの相互貸借方針が転換点に立った

ともいえる。原点に立ち戻ってみれば病院図書室

自身のための相互貸借環境とは、病院図書室の連

携のことであり、それは病図協が１７年来営々と進

めている相互協力活動のことだ。
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